
河原塚中情報モラル４ヶ条 ※暫定版ですので今後変更もあります。 
 

1. インターネットに情報を載せる時はよく考える 

 

個人名、学校名、住所、電話番号、クラス、年齢などは書き込んではいけません。 

LINE や Instagramなどにもこういうことを書くのはやめましょう。 

何気なく載せた自分や他人の写真・動画はいつどこで他の人の手に渡っているかわかりません。 

1 度、インターネット上に載せた情報を１００％消すことは不可能です。 

 

２. 誹謗中傷をしない 

 

  ネットの書き込みのせいで命を落とす人もいます。 

「たかがネットの書き込み」などと思わず、 

  自分の一言一言に責任を持って発してください。 

場合によっては、罪に問われる事もあります。 

誹謗中傷など、人を傷つける行為は絶対にしてはいけません。 

 

３. 困ったときには、話し合いを 

 

保護者とよく話し合い、携帯電話や SNSの使い方を決めましょう。 

興味本位で利用し、SNSの情報で傷ついたり、悩んだりするなら、見ない勇気も必要です。 

また、そのような場合は、一人で悩まず保護者や先生などに相談しましょう。 

 

４. 最良なコミュニケーションは直接 

 

私たちが考える最良なコミュニケーション方法は、「直接話をする」ことです。 

SNSの会話では、相手の捉え方などによって、トラブルになってしまう場合もあります。 

直接話せる場合は、できるだけ直接話しましょう。 
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安全にスマホを利用するには、フィルタリングが必要となります。実際、犯罪被害生徒の 

約９割がフィルタリングを利用していませんでした。あなたのスマホを契約しているのは 

保護者の方です。何かあったら保護者の責任になってしまいます。 

保護者の方とルールを決めて、よく考えて SNSを利用しましょう。 

          

 

 

 

 

 
 
 

 

保護者の皆様へ（携帯電話における保護者の三大責任を理解してください。） 

校内における携帯電話の所持、使用は原則禁止しています。また、携帯電話を“持たせ 

る”“使わせる”“使用上の家庭のルールを守らせる”のは保護者の責任であること 

をご理解ください。（何か困ったことがあれば学校と連携して指導していきましょう。） 

中高生のネットトラブルを防ぐために（松戸警察署より３点忠告です。必ず守りましょう。） 

①人の悪口は書かない。 

②個人情報を掲載しない。（画像や写真も含まれます。） 

③ネット（SNS）上で知り合った人と会わない。 
 


